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42年前の深圳駅
この黒塗りの橋を徒歩で渡って
香港から深圳へ

橋の手前は深圳
向こうは香港

Ⅰ。発展する深圳



深圳駅の周辺

東側：のどかな田園風景

西側：人民公社



今の深圳
平安国際金融中心

600㍍/116階

駅の周辺



近未来都市
ドローンがブンブン飛び、LEDはギラギラと輝き、ホバーボードは走りまくり、町
中にIoTシェアサイクルやEVのタクシーやバスが走り回り、屋台では皆がスマホで
電子決済する。

スマホ
で予約



堅持党的基本路線一百年不動揺

不堅持社会主義、不改革開放、不発展
経済、不改善人民生活、只能是死路一条



深圳の発展推移



1人当たりGDPは中国no.1

昨年、香港を追い抜く

香港製造業
GDOPの1.1％



その１：若者の街

人口1191万人

最近は「海亀」も多い
台湾から「脱台者」も

DJIは平均26歳
OPPOは30歳
初任給1万元

Ⅱ.深圳の特徴



UBTEC（ユニコーン企業）

マイクロソフトに20年



●ベンチャーキャピタル 著名なVCが100社

中国＝4.5兆円 日本＝2兆7000億円 米国＝9兆3000億円

その２：豊富な資金
①ベンチャーキャピタル(VC）
②政府補助金
③成功した企業からのファンド



●政府補助金
（特に深圳市政府）

清華大学深圳研究生院：年３億元の科研＝50億円
東京工業大学45億円



ファーウェイの任正非さん（CEO）は、
共産党との関係をきらう。外部との接触を
「ためにならない」として嫌う。
同社には党支部はない。軍出身だが、その
ようなにおいはない。労働契約法も守って
おらず、解雇をどんどんやってしまう。
一方、テンセントは政治と付き合うので、
歯切れ悪し。

任正非

共産党も忘れないで！

任正非

その３：中央政府から遠い



大学研
究所

周辺都市
産業集積
部品供給

華強北
部品販売
秋葉原の数倍

アクセラ
レーター

インキュ
ベーター

ベンチャー
企業

資金
VC
政府補助金
成功した企業ファンド

A=融資受ける

B＝製品販売

C＝利益あげる

D＝上場近い

A以前＝生まれたて

ユニコーン企業に

ソフト
ウェア
パーク

Ⅲ.イノベーションの仕組み



深圳スピード

●シリコンバレーであれば1～2年かかると
ころ、深圳市では3～6カ月で可 能
●３分の１程度の価格

●技術情報やアイディアをネット上でオープンに交流、
それらアイディアを製品化するためのアドバイスを互
いに行うメイカーズフェア、メイカーズスペースとい
う独特のモノづくり広場システム

オープンイノベーション



特許申請



何を作っているか
2016年



華強北 秋葉原の30倍
PC、スマホ、ゲームなどあらゆる電子機器の部品を取り扱う

28の巨大ビル、1日50万人

１階から10階に3000店舗



市内に400社





南山ソフトウエアパーク

深圳の特許の半分はここから



清華大学深圳研究生院
院生が1万1000人

• 2001年4月設立。清華大学と深セン市の共同で
立ち上げた大学院大学。

• 研究成果の商用化やグローバル・イノベーショ
ンを目指す。

• 学科分野は、バイオ、エネルギーと環境、情報
科学、物流と交通、先端製造、海洋科学など。



OPPO
• 2017年IDC統計：OPPOは中国で2位、世界で4位の市場
シェア、販売台数1.2億台弱。2015～17年は年150％の
成長率で進展。

美顔技術 自撮りがきれいに
高速充電 最速35分

Ⅳ. 成功したベンチャー企業



BYD

2017年、自動車41万台、うち新エネ車13万台、EV 商用車2万
台。2018年1～7月はEV車7.1万台を販売。
深セン市内のタクシー、バスは全部BYD製のEV車（タクシーは
2018年末に全部替える予定）



DJI

最安値699元



技術レベル
社会実装型 ジェネリック？

●OPPO
CPU、ディスプレイは自前。メモリーは東芝、
OSは米国から。

●BYD
エンジンは三菱自動車から。

●ファーウェイ

半分近くの部品は外国から。

●中興通訊(ZTE）
米国から部品止められ、一時生産停止に。



深圳が華南経済の中心に

深圳～香港 高速鉄道で15分

Ⅴ. これからの深圳

「大湾岸経済圏」形成



前海自由貿易区＝特区の中の特区

金融エリア「Fund Town」。世界中の投資
家（ファンド）を誘致。既に30数社が入居
の意向

特に香港企業誘致に力バブルの匂いも



これまでの日本企業進出

キャッシュレス化、ペーパーレス化で日本勢は苦戦

プリンター、ATM共受注激減の状況。特にATMはピーク時の9割
減と深刻な状況

沖電気

Ⅵ. 日本の食い込む余地はあるか？



日本企業、復活なるか

●ファンドではかなわない

日本のベンチャーは1件1億円以上、深圳は10億円以上

●中核部品の提供（日本の技術を生かして）

深圳はある程度出来上がっているものが多いので、

それを日本に持っていくとよいかも。

あるいは、日本から技術を持ち込み、深圳で製品化



再びブームになるか？

• 伊藤忠が事務所を再開。

• 広汽トヨタ：深圳での取り組み強化。電子部品
供給。車もボリュームゾーンに投入へ。

• EVの「水素」、李克強が訪日時に強い関心示す。

安倍首相、深圳訪問決定か


